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本
書
は
沈
従
文
の
代
表
作
「
辺
城
」
の
読
み
解
き
を
一
字
一
句
も
疎

か
に
せ
ず
、
諸
版
本
（
二
五
種
類
）
の
異
同
を
洗
い
出
し
、
三
十
年
の

歳
月
を
か
け
て
実
に
丹
念
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
労
作
で
あ
る
。
あ
と
が

き
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
の
姉
妹
編
と
し
て
『
沈
従
文
「
辺

城
」校
勘
』は
す
で
に
二
〇
〇
五
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
も
と
は「「
辺

城
」
校
異
考
」
と
し
て
『
北
海
学
園
大
学
学
園
論
集
』
に
「
校
勘
」
と

一
緒
に
連
載
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
が
、途
中
か
ら
「
校
勘
」
と
「
評
釈
」

を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
さ
せ
、「
校
勘
」
が
先
に
出
版
さ
れ
た
。
本
書
「
評
釈
」

の
出
版
が
遅
れ
た
の
は
、
実
は
そ
の
間
に
著
者
は
『
沈
従
文
「
蕭
蕭
」

「
阿
金
」「
牛
」
の
版
本
研
究
』（
二
〇
〇
六
年
）、『
湘
西
―
―
一
九
九
六

年
秋
冬　

写
真
と
文
』（
二
〇
〇
七
年
）、
沈
従
文
論
『
沈
従
文
研
究　

わ
た
し
の
ば
あ
い
』（
二
〇
〇
八
年
）
の
大
部
の
書
三
冊
を
矢
継
ぎ
早
に

サ
ッ
ポ
ロ
堂
書
店
か
ら
刊
行
し
て
い
た
た
め
で
も
あ
る
。

沈
従
文
研
究
の
た
め
の
座
右
の
書

小
島　

久
代

Book Review

A5判　710頁
サッポロ堂書店［4725円］

　

中
国
現
代
文
学
専
攻
者
の
多
く
は
、
名
作
「
辺
城
」（
一
九
三
四
年
）

を
松
枝
茂
夫
の
名
訳
で
読
ん
で
い
る
だ
ろ
う
が
、
い
ざ
原
文
に
挑
戦
す

る
と
、
こ
れ
が
な
か
な
か
読
め
な
い
。
中
国
語
中
級
程
度
の
学
習
者
の

テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
と
て
も
使
え
な
い
。
上
級
学
習
者
あ
る
い
は
大
学

院
生
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
初
め
て
歯
が
立
つ
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
評
者
も

退
職
前
の
三
年
を
か
け
て
「
辺
城
」
の
訳
読
に
学
部
・
大
学
院
の
授
業

で
取
り
組
ん
だ
が
、
い
ざ
読
み
始
め
る
と
、
著
者
も
言
う
よ
う
に
、
現

代
中
国
語
の
文
法
に
適
っ
て
い
な
い
語
順
、や
た
ら
長
い
文
の
動
詞（
例

え
ば
“
好
像
”）
が
ど
こ
ま
で
を
賓
語
と
す
る
の
か
わ
か
り
づ
ら
い
点
な

ど
と
と
も
に
、
湘
西
の
方
言
に
も
悩
ま
さ
れ
、
一
向
に
前
へ
進
め
な

か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
つ
ま
り
巴
金
な
ど
の
文
章
と
比
べ
る
と
恐

ろ
し
く
読
み
難
い
文
章
な
の
で
あ
る
。
著
者
は
そ
の
難
読
性
の
解
明
を

文
法
・
語
彙
・
事
象
に
分
け
て
手
に
入
る
限
り
の
工
具
書
、
例
え
ば
日

城
谷
武
男
著

沈
従
文
「
辺
城
」
の
評
釈
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本
国
内
で
出
版
さ
れ
て
い
る
“
こ
と
ば
典
”
は
も
と
よ
り
中
国
出
版
の

『
漢
語
大
詞
典
』、『
現
代
漢
語
大
詞
典
』の
他
、『
現
代
漢
語
方
言
大
詞
典
』

及
び
本
国
の
沈
従
文
研
究
者
の
手
に
な
る
劉
壮
翀
・
劉
壮
韜
「
沈
従
文

作
品
中
湘
西
方
言
釈
義
」、
糜
華
菱
「
沈
従
文
作
品
中
的
方
言
民
俗
考

釈
」、
李
啓
群
「
沈
従
文
作
品
語
言
与
湖
南
鳳
凰
話
」
と
「
沈
従
文
作

品
民
俗
考
釈
」、
沈
従
文
「《
辺
城
》
題
識
五
種
」、
及
び
呂
叔
湘
主
編

『
現
代
漢
語
八
百
詞
』、
増
渕
法
之
著
『
日
本
・
中
国
植
物
名
比
較
対
照

目
録
』
な
ど
三
十
数
種
の
辞
典
・
事
典
・
百
科
事
典
に
当
た
り
、
ま
た

院
生
た
ち
を
動
員
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
に
よ
る
調
査
も
行
っ

て
い
る
。
そ
の
上
、
三
度
に
わ
た
る
現
地
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
作

品
の
舞
台
・
茶
峒
周
辺
の
当
時
の
貴
重
な
地
図
の
紹
介
に
よ
る
ビ
ジ
ュ

ア
ル
面
で
の
活
用
も
さ
れ
て
お
り
読
解
を
助
け
て
い
る
。
ま
た
、
読
解

に
あ
た
っ
て
は
、先
人
の
松
枝
茂
夫
訳
『
辺
城
』（
一
九
三
八
年
改
造
社
版
、

河
出
書
房
版
、
河
出
書
房
新
社
版
）
と
英
訳
三
種
を
各
問
題
箇
所
に
於
い

て
引
用
し
、
訳
文
を
比
較
検
討
し
て
、
翻
訳
の
当
否
を
検
討
し
つ
つ
、

ま
た
誤
訳
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
指
摘
し
そ
の
理
由
ま
で
も
解
明
さ
れ
て

い
る
。
更
に
は
陳
訪
沢
さ
ん
と
い
う
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
（
日
本
語
文
法
研
究
者

で
中
国
の
方
言
に
も
詳
し
い
）
の
貴
重
な
協
力
を
得
て
、
自
主
学
習
方
式

で
毎
週
一
回
四
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
文
法
・
語
彙
・
事
象
の
三
つ
の

面
か
ら
の
分
析
・
訳
読
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

本
書
の
特
徴
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
二
五
種
類
も
の
版
本
を
比
較

し
た
「
辺
城
」
校
勘
を
基
礎
と
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
生
活
書
店

版
（
一
九
三
四
年
）、
開
明
書
店
版
（
一
九
四
三
年
）、
一
九
五
七
年
『
沈

従
文
小
説
選
』
版
、
百
花
洲
文
庫
版
（
一
九
八
一
年
）
等
々
が
ほ
ぼ
半
世

紀
を
越
え
て
出
版
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
そ
の
都
度
作
者
自
身
に
よ
る
修

正
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
比
較
校
勘
作
業
に
よ
っ
て
そ
こ
に
作
者

の
政
治
的
配
慮
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、『
国
聞
週
報
』

連
載
初
出
の
底
本
で
は
不
明
だ
っ
た
箇
所
が
読
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
故
本
書
の
読
者
は
姉
妹
編
で
あ
る
『
沈
従
文
「
辺
城
」
校
勘
』

を
脇
に
置
い
て
読
み
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
勧
め
た
い
。

　

本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
。
先
ず『
国
聞
週
報
』に
連
載
さ
れ
た「
辺

城
」
を
底
本
と
し
て
用
い
、
本
文
を
掲
げ
る
。
第
一
章
か
ら
第
二
一
章

ま
で
を
六
～
一
五
段
落
に
分
け
、
段
落
ご
と
に
語
釈
を
つ
け
、
各
行
の

難
解
な
語
、
語
句
、
文
に
つ
い
て
の
評
釈
が
加
え
ら
れ
、
特
に
難
解
な

文
に
は
著
者
自
身
の
訳
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
が
本
書
の
核
に

あ
た
る
部
分
で
あ
り
、「
調
査
魔
」
と
し
て
の
著
者
の
本
領
が
遺
憾
な

く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
結
章
と
し
て
沈
従
文
独
特
の
こ
と
ば
を

分
類
・
分
析
す
る
。（
1
）
特
別
選
別
語
群
と
し
て
一
五
種
挙
げ
て
そ

の
用
法
を
説
明
、（
2
）
書
面
語
・
方
言
な
ど
の
厄
介
語
探
索
を
品
詞

分
類
し
て
八
種
に
分
け
て
列
挙
、（
3
）各
種
各
様
の
難
点
収
拾
を
語
順
・

省
略
・
句
読
点
・
独
自
用
法
・
文
構
造
・
病
句
・
補
語
・
誤
植
・
造
語
・

三
〇
年
代
用
法
・
文
言
混
入
・
助
動
詞
な
ど
一
六
種
に
わ
け
て
説
明
、
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（
4
）
土
俗
的
事
物
・
事
象
の
考
察
を
、
地
名
…
…
弔
い
な
ど
一
〇
種

に
分
け
て
収
録
、（
5
）
難
読
性
の
原
因
を
ａ
～
ｙ
の
二
五
種
に
分
類
。

巻
末
に
「
辺
城
」
語
句
索
引
を
付
す
。
全
七
〇
九
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
大
作

で
あ
る
。
で
は
、本
書
の
ほ
ん
の
一
部
を
具
体
的
に
紹
介
し
て
み
よ
う
。

①
九
五
頁

，
把
劈
好
的
柴
堆
到
敞
坪
裏
去
如
寶
塔
，

好
は
結
果
補
語
。
劈
好
的
柴
で
「
ち
ゃ
ん
と
割
っ
た
薪
（
ま
き
・

た
き
ぎ
）」。
敞
坪
は
「
宽
敞
的
场
地
」
と
し
て
汉
大
词
で
、
沈
従

文
の
『
従
文
自
伝
』
か
ら
例
文
を
引
い
て
い
る
。
现
汉
大
は
こ
れ

を
手
抜
き
し
た
形
で
同
じ
例
文
を
引
く
。
他
の
辞
典
で
は
見
当
た

ら
ぬ
ゆ
え
、
沈
従
文
あ
る
い
は
湘
西
の
用
語
か
も
し
れ
ぬ
。
し
か

し
文
字
の
意
味
か
ら
、
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
平
ら
な
土
地
、
と
い
う

察
し
は
つ
く
。
走
や
跑
の
よ
う
に
移
動
を
示
さ
な
い
堆
の
よ
う
な

動
詞
に
も
、
補
語
の
到
～
去
を
つ
け
る
言
い
方
が
沈
従
文
に
は
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
お
こ
う
。
堆
は
「
累
积
，聚
集
在
一
块
」
新
華
。

如
は
動
詞
、「
～
の
よ
う
で
あ
る
。」（
以
下
省
略
）。

②
一
七
〇
頁

･

，
翠
翠
抿
着
嘴
一
句
話
不
說
，

･

抿
着
嘴
に
つ
い
て
一
言
。
抿
を
、「
口
を
す
ぼ
め
る
」
と
訳
し
、

抿
嘴
笑
の
例
を
「
口
を
す
ぼ
め
て
笑
う
」
と
す
る
辞
典
が
多
い
。

汉
词
で
は
抿
嘴
笑
を
合
口
微
笑
と
し
て
い
る
。「
す
ぼ
め
る
」
と

は
「
つ
ぼ
め
る
」
と
同
義
で
あ
り
、
壺
状
に
突
き
出
す
口
の
構
え

を
指
す
。「
抿
は
む
し
ろ
咬
ま
た
は
撇
の
よ
う
に
唇
を
横
に
引
っ

ぱ
っ
て
口
を
合
わ
せ
る
動
作
で
あ
る
」
陳
ら
し
い
。
つ
ま
り
、「
口

を
閉
じ
て
」
あ
る
い
は
「
口
を
結
ん
で
」
ほ
ほ
え
む
、
と
い
う
の

が
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。
鐘
ヶ
江
信
光
氏
が
「
軽
く
口
を
合
わ

す
」
と
し
て
い
る
の
は
、「
軽
く
」
が
余
計
だ
が
、
ま
だ
適
切
で

あ
る
と
い
え
る
（
以
下
省
略
）。

　

紙
幅
の
関
係
で
短
い
フ
レ
ー
ズ
二
例
に
止
め
た
が
、
①
は
標
準
語
な

ら
“
堆
在
～
”
と
な
る
と
こ
ろ
を
沈
従
文
は
“
堆
到
～
去
”
と
す
る
例

を
取
り
上
げ
て
い
る
。
②
は
よ
く
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
が
、
確
か
に

「
口
を
す
ぼ
め
て
笑
う
」
は
そ
の
口
の
形
を
し
て
笑
う
の
は
不
自
然
で

あ
り
、「
口
を
結
ん
だ
ま
ま
笑
う
」
で
は
ど
う
か
と
い
う
著
者
の
訳
が

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
わ
か
り
や
す
い
説
明
な
が
ら
、
根
拠
が

示
さ
れ
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
の
意
見
も
取
り
入
れ
、
辞
典
の
訳
語
の
適
否
を

も
検
討
さ
れ
て
い
る
た
め
、
つ
い
つ
い
引
き
込
ま
れ
て
読
み
通
し
て
し

ま
う
魅
力
が
あ
る
。
巻
末
の
語
句
索
引
は
、
沈
従
文
の
他
の
作
品
を
読

む
と
き
に
も
大
い
に
役
立
つ
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
他
の
作
品
に
も

広
げ
て
行
け
ば
、
そ
れ
こ
そ
「
沈
従
文
作
品
語
彙
辞
典
」
と
な
る
だ
ろ

う
。若
い
世
代
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
ぜ
ひ
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
作
者
自
身
が
修
正
し
て
い
な
い
特
定
版
本
に
つ
い
て
は
多
い
誤

植
と
編
集
者
の
勝
手
な
修
正
（
二
一
七
頁
）
を
暴
い
て
粗
悪
品
と
し
て
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批
判
し
、『
沈
従
文
全
集
』
の
「
辺
城
」
が
開
明
書
店
版
に
依
拠
す
る

と
い
い
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
粗
悪
版
本
の
誤
り
を
正
さ
ず
そ
の
ま
ま
引

い
て
い
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、『
全
集
』
編
集
に
対
す
る

疑
念
を
も
示
し
て
い
る
（
一
八
六
、一
九
二
、二
三
一
頁
な
ど
）。

　

敢
て
本
書
の
問
題
点
を
挙
げ
る
な
ら
、
①
第
二
章
第
二
段
落
（
八
三

頁
）「
有
出
山
泉
水
的
意
思
」
の
「
出
山
泉
水
」
は
杜
甫
の
「
佳
人
詩
」

に
「
在
山
泉
水
清
、
出
山
泉
水
濁
」
と
い
う
典
故
を
引
い
て
い
る
の
を

見
落
と
し
た
た
め
に
松
枝
訳
も
英
訳
も
苦
労
し
、
著
者
も
苦
労
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
中
国
の
文
人
は
唐
詩
選
な
ど
は
諳
ん
じ
て
い
て
、

自
由
自
在
に
比
喩
と
し
て
使
う
の
で
、
見
落
と
す
と
作
者
の
真
意
を
読

み
そ
こ
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
恐
い
。
②
第
十
章
第
十
三
段
落
（
三
八
二

頁
）「
還
不
管
風
車
，
不
管
傢
什
！
」
の
“
風
車
”
は
“
水
車
”
の
誤

り
で
は
な
く
、“
風
車
”
は
唐
箕
に
つ
け
ら
れ
た
装
置
で
、
風
を
送
り

し
い
な
な
ど
を
吹
き
飛
ば
す
役
目
を
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。“
碾

坊
”
に
は
、
脱
穀
だ
け
で
な
く
、
精
米
す
る
た
め
に
は
水
車
の
他
に
唐

箕
も
備
え
付
け
ら
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
③
第
十
四
章
第
四

段
落
（
四
六
六
頁
）「
駕
家
中
那
隻
新
油
船
下
駛
」
の
“
油
船
”
の
“
油
”

を
「
油
を
塗
る
」
と
い
う
動
詞
に
解
釈
す
る
が
、評
者
は
「
油
運
搬
船
」

あ
る
い
は
「
油
槽
船
」
の
意
味
に
と
る
。
本
書
七
五
頁
に
も
、「
船
下

行
時
運
桐
油
靑
鹽
，
染
色
的
棓
子
。」
が
引
か
れ
て
い
る
し
、
沈
従
文

著『
湘
西
』で
、湘
西
の
物
産
と
し
て
第
一
に
挙
げ
る
の
が
桐
油
で
あ
り
、

「
常
徳
的
船
」
で
も
“
洪
江
油
船
”
は
“
下
り
で
三
四
千
桶
も
の
桐
油

を
運
ぶ
”
と
あ
る
。
ま
た
、「
油
を
塗
る
」
を
表
す
に
は
、「
塗4

油
」
や

「
用
鸟
油
漆4

过
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。「
辺
城
」
で
は
小
規
模
の
船
だ
と

し
て
も
、
下
り
は
当
地
の
桐
油
を
運
ん
で
、
上
り
は
綿
花
あ
る
い
は
日

用
雑
貨
、
嗜
好
品
を
運
ん
で
来
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
だ
け
大
部
の
労
作
で
あ
る
か
ら
、
少
々
の
瑕
疵
は
免
れ
ま
い
。

大
学
の
紀
要
に
連
載
さ
れ
て
い
た
当
時
か
ら
、
著
者
の
評
釈
に
興
味
を

持
ち
、
途
中
か
ら
校
勘
一
本
に
な
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思
っ
て
い
た
評

者
に
と
っ
て
は
、
最
初
の
計
画
よ
り
充
実
し
た
形
で
本
書
が
完
成
さ
れ

た
こ
と
に
深
い
敬
意
を
表
し
、
非
常
に
嬉
し
く
思
う
。
本
書
は
蓋
し
沈

従
文
研
究
の
座
右
の
書
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
学
徒
に
と
っ
て
ど
れ
だ

け
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
か
計
り
知
れ
な
い
。

（
こ
じ
ま
・
ひ
さ
よ　

明
海
大
学
名
誉
教
授
）

中
国
語
話
者
の
た
め
の
日
本
語
教
育
研
究
会
　
第
24
回
研
究
会

▼
日
時
：
12
月
22
日
（
土
）
13
時
00
分
～
17
時
00
分
▼
会
場
：
東

京
学
芸
大
学
N
棟
４
F　

411

教
室
（
東
京
都
小
金
井
市
貫
井
北
町

4-1-1

）
▼
ア
ク
セ
ス
：
JR
国
分
寺
駅
北
口
よ
り
徒
歩
20
分　

地
図

http://w
w
w
.u-gakugei.ac.jp/07access/

▼
お
問
合
わ
せ
：
明

海
大
学
応
用
言
語
学
セ
ミ
ナ
ー
運
営
委
員
会･･

☎047-355-5120･
F
A
X
･047-350-5504･E

m
ail

：gsalsem
inar@

m
eikai.ac.jp･

U
RL

：http://w
w
w
.m

eikai.ac.jp/


